
～室内の揮発性化学物質について～
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はじめに

私たちの住まいは、食事や入浴、睡眠など

生活を営む場所であるとともに、健康を維持するための

墨盤となる大切な場所でもあります。

近年、生活様式や建築様式の変化に伴い、高気密、高断熱の

住宅が普及してきた一方で、室内の空気活染の問題、

特にイじ学物質等による健康への影響力て注目されてきました。

そこで、室内で発生する化掌物質のうち、

特に揮発性の高い化掌物質による健康への影響に着目し、

快適な居住環境をつくるための住まいの建て方や住まい方に

ついて考えてみましょう。



快適な居住環境とは

多くの人が利用するビルや百貨店など特定の用途で一定の規模以上の

建築物では、利用者の健康を保持するために、室内の空気環境を次のと

おり調整するよう規定されています。

また、世界保健機構（WHO）では、「快適で健康的な居住環境Jの

概念を次のように表わしています。

〈建築物環境衛生管理基準〉

（「建築物における衛生的環境の確保に関する法律施行令J第2条抜粋）

浮遊粉じん：空気1m3（こっき0.15mg以下

一酸化炭素： 10ppm以下

炭酸ガス： 1,000ppm以下

温度： 17℃以上28℃以下

相対湿度： 40%以上70%以下

気流：毎秒0.5m以下
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快適で健康的な居住環境とは、…（省略）…飲用水の適切な

供給設備と衛生的生活及び清潔のための付帯設備と衛生的な廃

棄物の収集、保管、処分のシステムがあり、気候と外界の環境

の変化から居住者を守る条件を備えていなければならない。ま

た、特に敏感な人々、生活に特別な麦援を必要とする人々をも

書め、そこに住む人々を身体的または精神的に過度の負担から

適切に保護する機能を持つべきものである。

さらに、健康的な居住環境には、健康的で快適な温湿度条件

と安全で適切な人工照明の提供、ひどい騒音がないこと、育毒、

育書な化掌物質や汚染菌がないこと、衛生害虫や不潔な動物か

ら隔離されていることがl必要である。…（以下省略）

(WHO : Healthy Housing改編抜粋）
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次のものは、一般に使用される住宅建材・施行材から放散される司能

性があり、健康への影響があると考えられています。

育機リン系、
ピレスロイド系殺虫剤等

合板 ・パーティクルボード※などに使われる接

着剤の原料。壁紙、壁紙用接着剤の防腐剤とし

ても使用されています。

（※木材の削片に結合剤を加え、熱圧成形し

た板。チップボードともいう。）

－接着剤や塗料の溶剤として使用されています。

木材の防腐、防虫および防かびを目的とし、

土台などの木材に使用されています。

A
斗

フタル酸工ステル類、
リン酸工ステル類等

育機リン系、
ピレスロイド系殺虫剤等

プラスチックの材料に柔軟性を与えたり、加

工をしやすくするために添加されています。

ビ二ルクロスや合成樹脂系のフローリングな

どに使用されています。

しろありによる建物などの被害を防ぐために

用いられます。土台などの木部や土壌処理に

使用されています。
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近年、新築等の住宅に入居してまもなく身体の調吾を崩したり、気分

が悪くなるなどの事例が見られるようになってきました。

以前から、換気が極端に悪いビルなどで働く人々の聞にめまい、吐き

気などの健康被害が現われることがあり、「シックビル症侯群jといわ

れていましたが、一般家庭においても同様な事例がみられたことにより、

「シックハウス症侯群J（または［新築病J）といわれるようになって

きました。

原因と考えられて

いるもの

．ホルムアルデヒド

．揮発性育機化合物（VOC)

．タバコの煙

・アレルギー

（ダ二、力ビ等）

．臭気

、、、、

【 解 豊 一一一一一一一一_J

［ホルムアルデヒド］

ホルムアルデヒドは無色で刺激臭を育し常温でガス体。水によく溶け

35～37%水溶液は通常ホルマリンと称しています。

室内における発生源として、建材、家庭用面、喫煙、暖房機器の使用

などが考えられます。

人に対する影響は主に眼、鼻、のどに対する刺激作用で、具体的な症

状としては、不快感、流涙、くしゃみ、阪、吐き気、呼阪困難などです。
主な症状

．割にお一一…ィン 、
一ーー令 0.1mg/m3 (30分平均値） ¥ 

※室内20～25℃では0.08ppm！こ相当 ， 
．目、鼻、のどの刺激 （鼻水、

流涙、くしゃみ、咳、刺痛、

日未寛・異質異常）

．皮膚の刺激（赤み、刺痛）

．神経症状（精神的疲労、記

憶力減退、無気力、眠気、

集中力減退、頭痛、めまい、

吐き気、不快感）など

［揮発性有機化合物］ (VOC ; Volatile Organic Compounds) 

常温で蒸発する有機化合物のことで、通常いくつもの化合物が混在し

ています。沸点が50～260℃のものが大部分です。

発生源としては、合板、壁紙などの建材や施行時の接着剤、カーテン

やじゅうたんなどの家具調度田、暖房機器、殺虫剤、消臭 ・芳香剤、喫

煙などがあげられます。

人に対する影響としては、疲労、頭痛、睡眠（睡眠効果）、めまい、

視野のぼやけ、弱視化、皮膚刺激、目・気道の刺激、劃惇などです。

ー7-

※症状には個人差があります。
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リフォーム

新しく家を建てる場合
揮発性の化学物質濃度を低減させるための検討を設計段階で

行うことが大切です。次のことについて設計者と十分に話し合

いましょう。

．生活習慣、生活様式、化掌物質に対する陥患やアレルギ－症

状の育無

．通風・換気のための育効な間取りと窓の配置

．床下や墨礎の仕様

．建材、施工材（特に内装下地材）の仕様

※揮発性のイじ掌物質は、時間とともに放散して減少するので、

完成後から入居までの聞に十分な摸気を行いましょう。
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e住宅、マンションを購入する場合
検討すべき頂目は注文住宅と変わりませんが、確認できるこ

とが限定されるので、次のことに留意しましょう。

．下見をしているときに、極端に目がチカチ力したり鼻をつく

ような臭いがないか確認しましょう。

．建材・施士材の種類や仕様を販売者に問い合わせましょう0

．申古住宅では、建材・施工材からの放散は少なくなっていま

すが、内装直し等が行われている場合があるので、壁紙や塗

料等の乾燥期闘を十分に取りましょう。

-10-

eリフォームする場合
居住しながら施工を行うことが多いため、新築住宅より揮発

性の化学物質による健康影響を受けやすくなります。

・工事区域と居住区域を分け、ドアlニめばりをするなどして、

揮発性の化掌物質が侵入しないようにしましょう。

．新築以上に建材・施行材の成分や換気に留意しましょう。
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施工材の選択 床下の仕様

合板について
日本農林規格（JAS）では、ホルム

アルデヒドの放散量に関してF1～F3

までの等級が定められています。F1

が最も少なくF2がこれに次ぎます。

e申密度繊維板（問F）や
パーティクルボードについて

日本工業規格（JIS）では、ホルムアルデヒドの放散量に関して

EO～E2の等級が定められています。EOが最も少なく、E1がこれ

に次ぎます。

木材の防虫・防腐やしろあり防除のために薬昂による処理が行わ

れます。

しろあり防除のための土壌処理については、周辺の発笠状況等を

十分に確認して施工するかどうか検討しましょう。

現場での施工にあたっては、木材の保奇剤や防蟻剤の種類、成分

名、人体への影響、施工後の住まい方等について、施工業者から十

分な説明を受けましょう。

JASIこ基づく表示の例
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壁紙について
日本工業規格（JIS）があります

が、ホルムアルデヒドについては、

この他に、壁装材料協会が自主基

準［生活環境の安全に配慮したイ

ンテリヤ材料に関するガイドライ

ンJ(ISM）を設けています。

基準に合格したものには、 ISMマークが表示されます。
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生活上の留意点

新築後しばらくの聞は、揮発性の化学物質の放散量が高い場合があり

ます。異いがある場合や目がチ力チ力する場合は次のことに留意して換

気を行ってください。

．開けた窓のすぐ近くの換気扇を運転すると、空気が局所的に通過する

のみで空気の循環は不十分です。

．給気口がある場合は、できるだけ開放状態にしましょう。

．窓を閉め切っている場合は、浴室、トイレ、台所などの換気扇を適宜

運転しましょう0

．特に夏場など高温で湿度の高い時期は、発揮性の化学物質の放散が盛

んになるので、換気回数を増やしましょう。

-14-

．窓はI必ず2力所以上聞けましょう。

．換気用の小窓や給排気口を家具などでふさがないようにしましよう。

．換気のめやす…1時間に1～2回、 5分程度

：④三

窓近くは吹き込み！こよる気流で ・

換気されるが、奥のほうは難しい0 ・

長↓↓↓ ③
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揮発性の化学物質は住宅の建材、施工材以外からも発生します。

【 石油ストーブ、ガスストーブなどー_J

・・~副量組主量・・ ··~週四国窓主調Ehl脹荷司・
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【 新しい衣類 〕
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※しみや縮みを防ぐために薬品処理を行っている場合、

ホルムアルデヒドが検出されることがあります。

r－ーーーーーーーーーーーーーー自由ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・1

！ この他に、衣類やたんすの防虫剤、室内の芳香剤、 : 

: ドライクリーニング後の衣類などからも発生します。 : 

L自由自由四回目白問自由自問自由回目申由申申由ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー」

損気に留意して、快適な居住環境をつくりましょう。
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東区役所

東区箱崎2丁目54-1
TEL 092 631-2131 

博多区役所

博多区博多駅前2丁目9-3
TEL 092-441-2131 

中央区役所

中央区大名2丁目5 31 
TEL 092 714-2131 

南区役所

南区泡原3丁目25-1
TEL 092-561-2131 

城南区役所

城南区鳥飼6丁目1-1
TEL 092-822-2131 

早良区役所

早良区百道2丁目1-1
TEL 092-841-2131 

西区役所

西区姪浜町957-10
TEL 092-881-2131 

ご相談はもよりの

区役所

生活環境課ヘ

福岡市保健福祉局生活衛生部生活衛生課

福岡市中央区天神 丁目8番1号
TEL 092(711 )4272～4274 
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